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歳入（収入）
136億
2206万円

県支出金  7.3%
9億9918万円

国庫支出金  10.3%
14億794万円

町債  7.2%
9億8050万円

その他（配当割交付金他） 0.6%
8323万円

一般会計・特別会計・公営企業会計の合計

自主財源
30.7％
自主財源
30.7％

依存財源
69.3％
依存財源
69.3％

町税  15.0%
20億4176万円

分担金及び負担金  1.4%
1億9319万円

繰入金  9.1%
12億4613万円
繰越金  2.3%
3億1035万円

諸収入  1.9%
2億6028万円

地方消費税交付金  2.2%
2億9702万円

地方交付税  40.3%
54億8580万円

寄附金  0.2%
2456万円

使用料及び手数料  0.3%
4371万円

財産収入  0.4%
6065万円

各基金より繰入

地方譲与税  1.4%
1億8775万円

歳入　136億2206万円
（令和４年度額  126億757万円）

歳入歳出差引残額8億6739万円のうち2億500万円は基金へ。

財政の弾力性を判断する指数75～80%が健全とされる
86.4%経常収支比率

18%以上は町債の発行に県の許可が必要
12.1%実質公債費比率

標準的な行政サービスに必要な経費に対する収入額
1.0に近い数値が税収等が豊かである

0.29財政力指数

地方交付税・環境性能割
交付金・ゴルフ場利用税
交付金・国庫支出金など

69.3%依存財源
94億4143万円

町税・財産収入・寄附金
繰入金・繰越金など

30.7%自主財源
41億8062万円

町民に負担を残さない行政運営を町民に負担を残さない行政運営を

地方債

基 金
183億円
5349万円

82億円
5737万円

（借金）

（貯金）
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歳出（支出）
127億
5467万円

総務費  11.9%
15億1393万円

議会費  0.8%
9992万円

農林水産業費  8.3%
10億6138万円

労働費  0.1%
1150万円

衛生費  7.9%
10億220万円

民生費  23.9%
30億4650万円

公債費  13.5%
17億2714万円

予備費  0%
0円

災害復旧費  3.8%
4億7994万円

土木費  10.3%
13億1038万円

消防費  2.1%
2億6469万円

教育費  14.7%
18億7059万円

商工費  2.9%
3億6651万円

借り入れの
返済金です

福祉に使う
お金です

歳出　127億5467万円
（令和４年度額　120億2722万円）

※グラフ中の金額は万円単位とし、単位未満を四捨五入しているため、合計額と一致しないことがあります。

　経常収支比率は86.4％で昨年度より0.4ポイント改善され
ているものの、町税等経常一般財源の伸び悩みなどを考慮す
れば、財政構造の弾力性低下が依然として危惧される。
　実質公債費比率は12.1％で昨年度と比較して0.3ポイント
上昇し、単年度で比較すれば令和４年度と同様で、率は12.4
％となっている。この数値は県下自治体の中でも極めて高い
状況にあり、今後対策が求められる。
　歳入総額に占める地方税等の自主財源は前年度と比較して
2.7ポイント増の30.7％となっているが、地方交付税・国県
支出金・町債等の依存財源が69.3％を占めており、依存財源
に頼った財政運営となっている。
　コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、
賃金の引上げの動きが見られるなど緩やかな回復が期待され
る一方、物価高騰・人手不足などが深刻化し、景気後退が懸

念されていることから、税収の大幅な伸びは考えにくく、加
えて地方債の償還額増加により財政状況の悪化が懸念される。
　今後の行財政運営においては、経済状況の先行きが見通せ
ない中にあっても、適切な資本の投下と雇用の創出により、
税収の減少を最小限に抑えられるよう努めるとともに、事務
事業の合理化を図り、行政コ
ストの削減が求められる。
　そのため、昨年度も触れた
が、行財政改革を含め、町政
を継続運営するための適正な
財政規模を検討するなど、将
来に向けて、次世代に負担を
残さない財政の運営と健全化
を目指すことが重要である。

議会選出監査委員から

一般会計決算報告一般会計決算報告令和５年度令和５年度

ごみ・し尿の
処理費等です

（鏡野町監査委員　長石　幸男）
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令和５年度　一般会計決算比較 （単位：万円・％・人）

（注１）歳入額・歳出額は四捨五入、一人当たりの歳出額は切り捨て  
（注２）指標の計欄数値は加重平均  
（注３）人口は令和６年１月１日現在の住民基本台帳人口  

区分 歳入総額 歳出総額 財政力指数 経常収支
比率

実質公債費
比率 人口 1人当たりの

歳出額

鏡野町 １３６億３６００ １２７億５１００ 0.29 86.4 12.1 12,265 103 

津山市 ５５１億９６００ ５３８億１０００ 0.51 92.9 12.7 96,314 55 

真庭市 ３６４億２１００ ３４３億８８００ 0.29 93.4 10.7 41,685 82 

美作市 ２５９億６２００ ２４４億１６００ 0.28 89.8 10.8 25,524 95 

和気町 １０２億６１００ ９６億３６００ 0.32 88.3 8 13,151 73 

早島町 ６５億５１００ ６３億６４００ 0.66 90.7 5.2 12,769 49 

里庄町 ６２億４７００ ５８億６１００ 0.51 88.3 7.6 11,007 53 

矢掛町 １０３億５７００ ９９億８０００ 0.32 88.8 8.4 13,273 75 

新庄村 ２３億９３００ ２１億９０００ 0.18 89.4 6.7 832 263 

勝央町 ６６億８２００ ６０億８１００ 0.48 85.2 12.8 10,833 56 

奈義町 ７８億８５００ ７５億８４００ 0.3 83.4 7.7 5,735 132 

西粟倉村 ５０億２０００ ４８億３６００ 0.12 94.4 13.8 1,340 360 

久米南町 ５１億７５００ ４９億８４００ 0.22 84.7 10.3 4,406 113 

美咲町 １６３億１６００ １５８億６２００ 0.26 82.3 9.3 12,845 123 

吉備中央町 １２４億６２００ １１８億６９００ 0.28 88.6 8.8 10,347 114 

くらべて
   みよう!!
くらべて
   みよう!!
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９月会議で決まりました９月会議で決まりました
９月３日～９月24日まで９月定例会議が開催されました。３件の報告と18件の議案が審査され
全会一致で可決となり、陳情１件は審査の結果、反対多数により不採択となりました

企　画　費

456万円
　令和７年３月１日式典　オープニングイベント、
20周年記念映像の上映、キャッチフレーズ表彰な
どが実行委員会で決定した。

保健衛生総務費

50万円
　令和６年度から岡山県アピアランスケア助成事業
が開始された。がん治療に伴う外見上の変化が生じ
ても、社会活動が継続できるよう支援し、療養生活
の質がより良いものになるようウイッグや補装具等
の対象購入経費の一部を助成する。

営業臨時管理費

299万円
　町の福祉バス再編を検討
するため、分析調査やアン
ケートなど実施する。

鏡野町議会議員及び鏡野町長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部改正について

公職選挙法施行令の一部が改正され、自動車借入れ・燃料供給・ビラ・ポスター作成など公費負担が
引き上げられた。

条例の制定・一部改正

補正予算

合併20周年記念式典開催事業

アピアランスケア助成事業

観　光　費

1390万円
　令和７年２月１日に恩原高原スキー場で開催される
 「恩原高原氷紋まつり」の開催費用。
　県下最大級の冬のイベント。
フィナーレは雪空に大輪の花火
が打ち上げられる。

氷紋まつり開催事業

公共交通事業

工事請負契約の締結
★鏡野町福祉センター改修工事…………………３億5178万円
　　契約の相手方 : 株式会社　山本工業
★鏡野町立鶴喜保育園新築工事…………………７億8675万円
　　契約の相手方 : 佐藤建設　株式会社・株式会社　山本工業
　　　　　　　　　特定建設工事共同企業体
★富農林水産物処理加工施設移設工事………………6793万円
　　契約の相手方 : 株式会社　鏡水
★大石大木山橋橋梁災害復旧工事（下部工）………5626万円
　　契約の相手方 : 株式会社　大和建設
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陳情第６号：鏡野町郷地域における認知症対応型共同生活介護新規開設の保留に関する陳情

花房山本難波鈴木 長石小椋岸牧田反対８ 岡田欠席1賛成４ 藤田 飯綱 仲西 片田
※原議長は採決に加わりません

藤田議員　賛成
　文教厚生常任委員会において、７施設の総意として陳情者が訴えられた。
全国的に介護施設は「人材不足」「処遇の低さ」で経営難となり、事業者の
倒産はここ5年間で倍増し、過去最多で地方ほど経営難にある。陳情にある
ように「関係機関との連携」が不十分であり「需要と供給」のバランス問題
など、関係者と協議する必要があると考え、本陳情に賛成する。

賛成賛成

片田議員　賛成
　町内のグループホーム５施設は、いずれも入居定員を下回っている。合併
時からすれば人口減少は顕著である。そのような状況下に、新規施設を開設
する事業者が増えることは、町全体の介護福祉事業の環境を悪化させ事業経
営を困難にさせる要因になりかねない。
　第６期介護計画以降は協議の場も少なかった。そのことが、行政計画と事
業者の実態に大きな隔たりが生まれた背景があるのではないか。今一度、事
業者の声を真摯に受け止め、計画を一旦保留にする必要がある。

賛成賛成

仲西議員　賛成
　一番の大きな原因は、執行部、行政側の責任にあると思う。既存事業者、
新規事業者のどちらも困る可能性がみられる。
　このことは、行政側の説明不足、協議不足、現状の確認不足であり、しっ
かりとした説明をすべきである。

賛成賛成

鏡野町郷地域における認知症対応型共同生活介護新規開設の保留に関する陳情

討　　論討　　論

陳情の趣旨：現在、郷地域内で開設が予定されているグループホームの設立を当面の間、
　　　　　　保留にしていただきたい。
結　　　果：不採択
陳　情　者：有限会社  桜花　グループホームさくらそう　施設長　三村　和弘
　　　　　　社会福祉法人  奥津広済会・社会福祉法人  長寿会・有限会社  ハーモニー・
　　　　　　福田農機  株式会社・株式会社  JーClass・NPO法人  ラヴィラント

陳　情　　第 ６ 号陳　情　　第 ６ 号
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発議第５号：ハラスメント等調査特別委員会の設置について発議第５号：ハラスメント等調査特別委員会の設置について

７月会議で決まりました７月会議で決まりました
令和６年７月11日に随時会議が開催され、４件の議案が議決されました

工事請負契約の締結

防災対策の推進

２５００万円
防災拠点整備事業

　頻発化・激甚化する大規模災害に備え
た資機材をB＆G財団の助成を受け整備
する。油圧ショベル・スライドダンプ、
防災倉庫等を整備

３００万円
災害時相互支援体制構築人材育成事業

　災害拠点整備事業と合わせて、B＆G
財団より助成を受けて、人材育成を行
う。小型車両系建設機械の特別講習、
チェーンソー研修等

８月会議で決まりました８月会議で決まりました
令和６年８月22日に随時会議が開催され、５件の議案が議決されました

発議第５号：ハラスメント等調査特別委員会の設置について

学校教育の充実

２９５０万円
ICT教育環境整備事業

町内の小中学校の全学級に電子黒板・書画カメラを整備。ICT支援教員１名が各学校を巡回

★（仮称）みずの郷奥津湖物販施設新築工事……２億８３４７万円
　　契約の相手方：中国防災工業　株式会社
★みずの郷奥津湖総合案内所改修工事…………１億１８３２万円
　　契約の相手方：株式会社　中西工業所
★鏡野町立大野公民館改修工事……………………１億１４２万円
　　契約の相手方：株式会社　鏡水

⒈　特別委員会の設置目的　令和６年６月会議３日目に発生した副町長の本町議会議員への言動による不適切事案
　　　　　　　　　　　　　について、その内容と経緯の検証及び類似事案の調査並びに今後の対応を明確化する
　　　　　　　　　　　　　ため、特別委員会を設置するものとする
⒉　特別委員会の名称　「ハラスメント等調査特別委員会」
⒊　特別委員会の付議事項　・令和６年６月会議３日目に発生した不適切事案に関する調査及び原因究明
　　　　　　　　　　　　　・類似事案等の調査　
　　　　　　　　　　　　　・再発防止についての対策等の検討
⒋　特別委員会の定数　６名　委員長：牧田、副委員長：難波、委員：片田、仲西、藤田、鈴木
⒌　特別委員会の設置期間　設置日から休会中も継続して調査が終了するまで

鈴木長石岸花房山本反対４ 岡田欠席1賛成８ 難波 藤田 飯綱 牧田 仲西 片田 小椋
※原議長は採決に加わりません

補正予算

補正予算
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鏡野の未来に活かす！行政視察鏡野の未来に活かす！行政視察

①美波町国民健康保険 美波病院①美波町国民健康保険 美波病院
７月２９日～３０日、美波町（徳島）、檮原町・佐川町（高知）を視察７月２９日～３０日、美波町（徳島）、檮原町・佐川町（高知）を視察

み  なみ　                          ゆすはら　　　  さ  かわ　み  なみ　                          ゆすはら　　　  さ  かわ　

 ２町の合併当初から老朽化したそれぞれの
病院の改築は最大の課題だった。人口減少の
中でも必要なものは続けなければと１つの病
院は入院患者受け入れ可能な美波病院として、
もう１つの病院は、医療保健センターの役割
を果す日和佐診療所として開所。
【課題】
◉医師と看護婦の確保
◉南海トラフ等地震・災害への対応
◉約２億円を一般会計から繰出

②檮原町　移住定住支援対策②檮原町　移住定住支援対策
人口３２２０人（Ｒ５.４現在）
移住定住コーディネーターの配置
▲相談窓口として移住の受付、移住後
　の相談にも対応。
▲「空き家活用促
　進事業」により
　空き家を町が所
　有者から借り上
　げ、整備し、移
　住者へ貸出し。

　館長（元こども園園長）やスタッフのおもちゃ学芸
員から案内や説明を受けた。人と人、おもちゃをつな
ぐ『あそびの案内人』として存在は大きい。
おもちゃ学芸員の登録者数は136名（Ｒ６.７.22現在）
常時スタッフとして来てくれる人は少ない。

③佐川おもちゃ美術館（木の魅力を伝える「木育」美術館）③佐川おもちゃ美術館（木の魅力を伝える「木育」美術館）

おもちゃ学芸員おもちゃ学芸員
　高知県産材をふんだんに使った館内で
は、多様なおもちゃと遊びを楽しめる。
「まきのさんの道の駅・佐川」の敷地内に
あり、新鮮な野菜と魚の「ごちそう」を提供
しているレストランは乳幼児を連れた親子
でにぎわっていた。

隈研吾氏設計の総合庁舎

１階ホールに茶堂

　ヒノキでできた5000個のた
まごが入っている。化石を発
掘するように捜して遊べる。

木のたまごプール木のたまごプール
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇議員は選挙区内にある者に対して、寄付をすることは禁止されています。

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
地
域
密
着
型
サ
ー

　
　
ビ
ス
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
（
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護
）
施
設
の
利

用
に
お
い
て
、
他
市
町
村

か
ら
の
転
入
者
は
転
入
後

６
ヶ
月
間
経
過
し
な
い
と

入
居
で
き
な
い
条
件
が
あ

る
が
、
制
限
が
設
定
さ
れ

た
時
期
及
び
そ
の
理
由
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
は
、
住
み
慣
れ

た
地
域
に
お
け
る
な
じ
み

の
関
係
の
中
で
利
用
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
て
、
町

内
に
以
前
か
ら
住
ん
で
い

る
方
を
対
象
と
し
て
い
る

た
め
、
平
成
26
年
２
月
か

ら
転
入
と
同
時
、
ま
た
は

町
民
と
な
っ
て
か
ら
の
期

間
が
短
い
方
は
特
別
な
事

情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

利
用
に
制
限
を
設
け
て
い
る
。

　
　
　
近
隣
市
町
の
転
入

　
　
者
の
入
居
条
件
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
津
山
市
、
真
庭
市
、

美
咲
町
、
久
米
南
町
、
奈

義
町
は
転
入
と
同
時
に
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
で

き
る
。

問問問問

　
　
　
現
状
、
定
員
に
空

　
　
き
が
あ
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
も
あ
り
、
待
機
者

も
多
く
は
な
い
。
実
状
に

即
し
て
、
住
民
票
が
あ
れ

ば
入
居
で
き
る
よ
う
条
件

を
緩
和
す
べ
き
で
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
人
口
が
減
少
す
る

な
か
、
県
外
で
働
く
方
に

退
職
後
や
第
二
の
人
生
を

過
ご
す
場
と
し
て
、
岡
山

県
や
鏡
野
町
を
選
ん
で
も

ら
う
た
め
に
は
「
高
齢
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
」

が
大
切
で
あ
り
、
「
医
療

の
提
供
や
介
護
保
険
事
業

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
」
と
岡

山
県
町
村
会
か
ら
伊
原
木

知
事
へ
進
言
し
た
。
条
件

の
緩
和
に
つ
い
て
も
、
住

民
の
利
用
に
不
利
益
が
生

じ
な
い
か
、
転
入
者
が
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
に
く
い
状
況
に
な
ら
な

い
か
を
精
査
し
た
う
え
で
、

転
入
と
同
時
に
全
て
の
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
る
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。

問問
　
　
　
香
川
県
高
松
市
で

　
　
は
、
平
成
21
年
か
ら

「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
」

開
催
に
合
わ
せ
て
、
絵

画
・
彫
刻
・
ダ
ン
ス
・
音

楽
な
ど
様
々
な
芸
術
を
専

門
的
に
学
ん
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
所
属
す
る
芸
術
家

を
保
育
園
等
に
派
遣
す
る

取
組
「
芸
術
士
派
遣
事

業
」
を
採
用
し
、
満
足
度

の
高
い
取
組
を
実
践
し
て

い
る
。

　
島
根
県
津
和
野
町
で
は
、

平
成
28
年
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
を
活
用
し
、

芸
術
の
専
門
家
３
名
の
隊

員
を
保
育
園
、
小
・
中
学

校
、
高
校
に
派
遣
す
る
事

業
を
行
い
、
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

　
ど
ち
ら
の
市
町
も
事
業

が
継
続
で
き
る
仕
組
み
を

確
立
し
て
お
り
、
美
術
の

専
門
家
が
保
育
園
等
や
学

校
に
定
期
的
に
通
い
、
子

ど
も
の
創
造
性
や
好
奇
心

を
高
め
る
取
組
を
継
続
的

に
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
先
進
事
例

を
視
察
し
、
持
続
可
能
な

取
組
に
す
る
た
め
の
調

査
・
研
究
・
検
討
は
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
幼
少
期
か
ら
芸
術

に
触
れ
る
こ
と
、
創
造
を

体
験
す
る
こ
と
は
大
変
重

要
。
毎
年
小
学
校
で
は
、

演
劇
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
公
演
に
触
れ
る
機
会
を

研
究
し
て
み
た
い

芸
術
家
の
派
遣
事
業
の
調
査
・
研
究
は

質問質問

答弁答弁

設
け
て
い
る
。

　
現
在
、
質
問
に
あ
る
よ

う
な
取
組
の
検
討
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
紹
介
内
容

に
つ
い
て
は
研
究
し
て
み

た
い
。

　
町
内
や
近
隣
市
町
、
町

ゆ
か
り
の
才
能
豊
か
な
人

材
と
の
関
係
性
を
構
築
し
、

伝
統
文
化
や
芸
術
的
な
も

の
に
触
れ
、
体
験
す
る
場

面
を
増
や
し
た
い
。
ま
た

絵
画
や
造
形
、
童
歌
、
リ

ズ
ム
遊
び
な
ど
の
表
現
活

動
に
地
域
の
専
門
家
の
力

を
借
り
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

高さは6.5ｍ！ヤマセミを模し
た巨大彫刻「山に響くこだま」
は台湾出身のジェンチョン・
リュウ氏の作品。
『森の芸術祭 晴れの国・岡山』
出展のため、奥津振興センター
に設置された。

答答

問問答答

答答

答答

飯綱 洋平［いいづな ようへい］ 議員

前向きに検討したい

転入と同時にグループホームに
入居できるよう条件の緩和を

質問質問

答弁答弁
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れは禁止されています。

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

　
　
　
令
和
10
年
度
に
大

　
　
野
小
学
校
と
香
々
美

小
学
校
の
新
設
統
合
が
計

画
と
な
っ
て
い
る
が
、
進

捗
状
況
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
の
財
政
事
情
や

他
の
大
型
事
業
の
調
整
も

あ
り
、
統
合
の
方
法
等
、

町
執
行
部
や
総
合
教
育
会

議
等
で
検
討
を
行
っ
て
い

る
。
　
　
　
新
設
統
合
時
、
学

　
　
校
と
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
運
営
方
針
を
ど
の

よ
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
学
校
と
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
運
営
は
切
り
離

せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
共

同
運
営
を
し
っ
か
り
と
頭

に
置
い
た
調
整
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
２
０
２
４
年
度
の

　
　
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
（
全
国
学
力
テ
ス

ト
）
の
結
果
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
全
国
平
均
と
比
較

し
て
、
小
学
校
６
年
の
国

語
は
マ
イ
ナ
ス
７
・
７
ポ

イ
ン
ト
。
算
数
は
マ
イ
ナ

ス
９
・
４
ポ
イ
ン
ト
。
中

学
３
年
生
の
国
語
は
マ
イ

ナ
ス
２
・
１
ポ
イ
ン
ト
。

問問問問問問 答答答答答答

問問問問問問 答答答答

問問 答答答答

問問答答

問問答答

数
学
は
マ
イ
ナ
ス
３
・
５

ポ
イ
ン
ト
の
結
果
と
な
っ

た
。
　
　
　
町
が
掲
げ
る
学
力

　
　
数
値
目
標
と
今
回
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
要
因
は
一
つ
で
は

な
い
。
家
庭
の
学
習
状
況
、

授
業
に
向
か
う
子
供
た
ち

の
姿
勢
、
学
校
経
営
等
教

育
委
員
会
の
中
で
し
っ
か

り
と
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
教
員
の
働
き
や
す 

　
　
い
学
校
環
境
へ
の
改

善
に
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
町
と
し
て
、
教
員

の
超
過
勤
務
時
間
の
正
確

な
把
握
、
教
科
指
導
員
や

教
育
・
業
務
ア
シ
ス
タ
ン

ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
の

配
置
、
ま
た
、
令
和
６
年

度
よ
り
、
学
校
と
保
護
者

と
の
連
絡
ツ
ー
ル
ア
プ
リ

ｔ
ｅ
ｔ
ｏ
ｒ
ｕ
（
テ
ト
ル
）

を
導
入
、
学
校
現
場
で
出

欠
連
絡
の
随
時
受
け
入
れ
、

学
校
だ
よ
り
の
配
信
を
行

い
、
教
員
の
業
務
負
担
減

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
教
員
の
負
担
減
と

　
　
し
て
、
学
級
担
任
を

１
人
に
固
定
せ
ず
複
数
で

受
け
持
つ
チ
ー
ム
担
任
制

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
本
町
で
は
小
規
模

学
校
が
多
い
た
め
、
低
・

中
・
高
学
年
で
複
数
の
目

で
相
談
し
合
え
る
体
制
は

以
前
か
ら
で
き
て
い
る
。

大
規
模
の
南
小
学
校
で
は

チ
ー
ム
担
任
制
は
採
用
し

て
い
な
い
。
今
後
は
、
学

校
と
も
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
課
題
等
を
確
認
し
体

制
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
保
護
者
の
経
済
負

　
　

担
減
対
策
と
し
て
、

学
校
の
制
服
、
体
操
服
、

教
科
資
材
等
の
リ
ユ
ー
ス

活
用
を
提
言
す
る
が
、
町

の
見
解
は
。

　
　
教
育
長

　
　
　
南
小
学
校
で
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
主
催
で
参
観
日
を

利
用
し
、
各
家
庭
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
制
服
や
体
操
服

の
リ
ユ
ー
ス
も
行
わ
れ
て

い
る
。
大
野
小
・
香
々
美

小
も
同
様
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
る
。
未
実
施

の
学
校
に
も
校
長
研
修
等

で
リ
ユ
ー
ス
活
用
を
推
進

し
て
い
く
。
資
材
・
教
材

等
の
リ
ユ
ー
ス
活
動
は
町

内
の
学
校
で
は
い
ず
れ
も

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、

今
後
は
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
通
じ

て
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
全
国
の
小
・
中
学

　
　
校
の
プ
ー
ル
の
廃
止

の
波
が
広
が
っ
て
い
る
。

年
間
の
プ
ー
ル
稼
働
率
、

維
持
管
理
費
、
教
員
の
負

担
状
況
、
水
泳
の
専
門
者

か
ら
の
指
導
状
況
等
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
各
小
学
校
の
年
間

稼
働
率
は
平
均
12
％
。
水

道
代
や
塩
素
代
、
ろ
過
装

置
保
守
点
検
等
の
維
持
管

理
経
費
は
年
間
約
27
万
円
。

学
校
プ
ー
ル
を
管
理
す
る

教
員
に
と
っ
て
、
水
難
事

故
、
水
道
代
の
賠
償
事
案

発
生
等
に
よ
り
過
度
の
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
中
学

校
で
は
現
在
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
を
利
用
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
に
鶴
喜
小
学

校
が
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
推

奨
事
業
を
活
用
し
、
水
泳

の
専
門
指
導
員
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
る
。
教
員
に

と
っ
て
も
よ
い
研
修
に
な

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
今

後
は
国
や
県
、
近
隣
の
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
Ｐ

　
　
Ｔ
Ａ
加
入
・
未
加
入

の
意
思
は
各
家
庭
の
判
断

と
な
る
。
加
入
家
庭
と
未

加
入
家
庭
で
は
学
校
現
場

は
ど
の
よ
う
な
環
境
と
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
へ
の

加
入
は
各
家
庭
で
の
判
断

と
な
る
が
、
学
校
の
環
境

整
備
や
子
供
へ
の
支
援
、

教
育
活
動
で
の
保
護
者
を

中
心
と
し
た
組
織
的
な
活

動
が
学
校
の
支
え
と
な
る
。

未
加
入
家
庭
に
も
学
校
内

で
の
配
布
資
料
や
情
報
も

提
供
し
て
い
る
、
ま
た
、

通
学
時
の
保
険
に
つ
い
て

は
教
育
委
員
会
が
全
額
負

担
で
一
括
加
入
し
て
い
る
。

牧田 俊一［まきた としかず］ 議員

稼働率は平均12％
経費は1校あたり約27万円程度

町内の小学校プール場の
稼働率と経費は

質問質問

答弁答弁



一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第22号11 〇議員は選挙区内にある者に対して、病気見舞い金を出すことは禁止されています。

　
　
　
平
成
20
年
度
か
ら

　
　
始
ま
っ
た
ふ
る
さ
と

納
税
だ
が
、
令
和
５
年
度

ま
で
16
年
間
の
申
込
件
数

と
寄
付
金
額
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
20
年
度
の
当
初
は

申
込
者
６
件
で
、
寄
付
金

額
は
19
万
円
。
年
ご
と
に

寄
付
額
も
増
え
、
コ
ロ
ナ

禍
の
巣
ご
も
り
の
影
響
で

令
和
２
年
度
は
、
１
１
４

１
件
の
申
込
み
で
１
９
１

４
万
８
千
円
の
寄
付
金
額

と
、
過
去
３
番
目
に
多
く
、

令
和
５
年
度
ま
で
を
ト
ー

タ
ル
す
れ
ば
９
２
８
５
件
、

１
億
６
４
９
４
万
６
千
円

の
寄
付
件
数
及
び
寄
付
金

額
と
な
り
じ
わ
じ
わ
と
伸

び
て
き
て
い
る
。

　
　
　
寄
付
金
の
活
用
内

　
　
容
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
寄
付
者
が
寄
付
の

活
用
内
容
を
選
択
で
き
る
。

「
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

「
子
育
て
支
援
・
教
育
環

境
づ
く
り
事
業
」
「
高
齢

者
福
祉
事
業
」
「
産
業
観

光
振
興
事
業
」
「
協
働
の

問問問問

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
「
そ

の
他
町
政
一
般
（
指
定
な

し
）
」
の
６
事
業
に
活
用

し
て
い
る
。

　
　
　
魅
力
発
信
の
一
つ

　
　
に
、
「
お
宿
」
の
提

供
は
重
要
で
は
な
い
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
自
治
体
に
訪
れ
て

も
ら
う
た
め
に
「
す
る
コ

ト
、
行
く
コ
ト
、
見
る
コ

ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し

た
体
験
型
の
返
礼
品
の
登

録
が
増
加
し
て
い
る
。
町

と
し
て
も
「
宿
泊
券
」
の

申
請
を
総
務
省
に
申
請
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
町
内
に
は
、
旅
館
、

　
　
民
宿
、
農
家
民
宿
な

ど
20
軒
近
く
あ
る
の
で
、

お
宿
と
し
て
加
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
　
町
　
長

　
　
　
町
の
魅
力
発
信
と

い
う
観
点
か
ら
「
ト
ラ
ベ

ル
ク
ー
ポ
ン
」
「
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
チ
ケ
ッ
ト
」

「
い
ち
ご
狩
り
体
験
」
な

ど
に
つ
い
て
も
返
礼
品
と

し
て
総
務
省
に
申
請
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
、

町
内
の
宿
泊
・
観
光
事
業

問問

問問

　
　
　
ど
の
よ
う
な
準
備

　
　
書
が
出
さ
れ
た
ら
計

画
を
進
め
る
の
か
、
中
止

と
判
断
す
る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
今
後
、
事
業
者
が

提
出
す
る
環
境
影
響
評
価

準
備
書
の
中
で
示
さ
れ
る

事
業
計
画
の
内
容
、
環
境

へ
の
影
響
の
回
避
・
低
減

が
出
来
て
い
る
か
な
ど
精

査
し
、
県
知
事
及
び
事
業

者
に
意
見
を
述
べ
る
。
民

間
事
業
で
あ
り
中
止
に
つ

い
て
は
、
計
画
の
許
可
・

変
更
命
令
を
出
す
の
は
経

済
産
業
省
が
判
断
す
る
と

考
え
る
。

　
　
　
準
備
書
が
出
さ
れ

　
　
る
の
が
、
令
和
７
年

３
月
ご
ろ
に
な
る
よ
う
だ
。

問
題
は
な
い
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
住
民
へ
の
説
明
を

十
分
行
い
、
事
業
を
進
め

る
の
で
あ
れ
ば
問
題
な
い

と
考
え
る
。

計
画
の
許
可
・
変
更
命
令
を

出
す
の
は
経
済
産
業
省
で
あ
る

風
力
発
電
事
業
の
判
断
は

ど
こ
で
決
断
す
る
の
か

質問質問

答弁答弁

瀬戸ジャイアンツ

答答答答

問問問問 答答答答

問問答答 問問答答

問問

答答答答

答答

片田 八重美［かたた やえみ］議員

「宿泊券」「アクティビティチケット」の申請、
更に「自宅用サウナ」も申請を予定している

かがみのふるさと納税制度の
更なる充実を

質問質問

答弁答弁

者
と
密
に
連
携
を
取
り
、

関
係
人
口
、
交
流
人
口
の

増
加
に
努
め
た
い
。

　
　
　
鏡
野
町
を
選
ん
で

　
　
も
ら
え
る
サ
イ
ト
づ

く
り
と
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
鏡
野
町
の
特
色
を

生
か
し
た
、
町
内
産
木
材

で
「
自
宅
用
サ
ウ
ナ
」
を

作
り
た
い
。
今
後
、
総
務

省
に
申
請
す
る
予
定
で
あ

る
。
　
　
　
お
も
し
ろ
い
企
画
。

　
　
ど
の
よ
う
に
発
信
す

る
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
魅
力
的
な
返
礼
品

の
開
発
と
同
時
に
、
町
の

魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
現

在
、
鏡
野
町
の
独
自
サ
イ

ト
の
立
ち
上
げ
を
進
め
て

い
る
。

　
　
　

担
当
課
職
員
で
、

　
　
サ
イ
ト
づ
く
り
を
す

る
の
か
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
職
員
だ
け
で
は
サ

イ
ト
づ
く
り
は
難
し
く
、

専
門
業
者
を
入
れ
て
検
討

し
て
い
る
。

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

かがみの議会だより・第22号 12〇議員は選挙区内にある者に対して、お中元やお歳暮を出すことは禁止されています。

　
　
　

令
和
５
年
以
降
、

　
　
窓
口
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
取
組
が
行
わ

れ
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
令
和
６
年
３
月
１

日
よ
り
戸
籍
謄
本
等
の
広

域
交
付
制
度
が
開
始
さ
れ
、

必
要
な
戸
籍
が
全
国
の
市

町
村
の
窓
口
で
請
求
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
住
民

税
務
課
で
は
、
鏡
野
町
電

子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム

の
利
活
用
促
進
と
機
能
の

向
上
を
継
続
的
に
図
っ
て

お
り
、
死
亡
後
の
手
続
で

は
、
書
類
が
多
く
、
現
在
、

全
て
の
書
類
に
署
名
等
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
１
回

の
署
名
で
、
全
て
の
書
類

に
印
字
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
検
討
中
。

　
　
　
今
後
の
窓
口
Ｄ
Ｘ

　
　
に
つ
い
て
の
取
組
方

針
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
住
民
の
利
便
性
の

向
上
及
び
職
員
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
に
、
国
の

進
め
る
地
方
公
共
団
体
の

基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の
統

問問問問

一
・
標
準
化
に
取
り
組
み
、

令
和
６
年
６
月
に
策
定
さ

れ
た
鏡
野
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
基
づ
き
、
書
か
な
い

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
よ

り
推
進
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
窓
口
Ｄ
Ｘ
を
進
め

　
　
る
こ
と
で
、
仕
事
の

見
直
し
、
業
務
改
善
に
つ

な
が
り
、
ア
ナ
ロ
グ
で
し

か
で
き
な
い
、
子
育
て
支

援
、
保
育
士
補
充
、
学
校

の
教
職
員
の
補
充
な
ど
に

回
る
。
導
入
の
目
途
は
あ

る
か
。

　
　
く
ら
し
安
全
課
長

　
　
　
令
和
６
年
６
月
に

鏡
野
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
を

つ
く
り
、
職
員
12
名
の
Ｄ

Ｘ
推
進
チ
ー
ム
で
２
回
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い

こ
と
を
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

　
　
　
鏡
野
町
で
は
、
職

　
　
員
に
カ
ス
ハ
ラ
（
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
：
身
体
的
な
攻
撃
、
精

神
的
な
攻
撃
、
威
圧
的
な

言
動
、
土
下
座
の
要
求
、

繰
り
返
し
さ
れ
る
し
つ
こ

い
言
動
、
拘
束
的
な
行

動
）
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
等
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　

国
に
お
い
て
も
、

去
る
６
月
21
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
２
４
〜
賃
上
げ
と
投
資

が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経

済
の
実
現
〜
」
の
中
で
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が

明
示
さ
れ
た
。
最
近
、
全

国
的
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

大
き
く
報
道
さ
れ
て
お
り
、

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

状
況
の
中
、
本
町
業
務
の

安
全
と
公
正
か
つ
適
正
な

町
政
の
執
行
は
も
ち
ろ
ん
、

職
員
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
は
当
然
の
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。

　

鏡
野
町
に
お
い
て
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
対
応
、

取
組
は
従
前
よ
り
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
相
談
員
な
ど

職
員
組
合
と
協
力
し
て
対

応
し
て
い
る
が
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
は
実
施
し
て

い
な
い
。

　
　
　
過
去
３
年
間
、
カ

　
　
ス
ハ
ラ
が
原
因
で
休

職
、
退
職
し
た
職
員
は
い

る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
病
院
を
含
む

鏡
野
町
の
職
場
で
大
声
な

ど
の
迷
惑
行
為
は
あ
っ
た

が
、
過
去
３
年
間
職
員
の

休
職
、
退
職
に
直
接
つ
な

が
る
原
因
と
な
っ
た
事
例

は
な
い
。

名
札
を
名
字
の
み
の
表
記
と
し
て
、

職
名
は
管
理
職
の
み
と
し
た

鏡
野
町
で
行
っ
て
い
る

カ
ス
ハ
ラ
対
策
は

質問質問

答弁答弁

　
　
　
鏡
野
町
で
行
っ
て

　
　
い
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策

は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

役
場
庁
舎
で
は
、

各
課
に
１
台
録
音
機
能
付

き
の
電
話
機
を
整
備
し
、

平
成
26
年
度
に
各
階
に
数

か
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

窓
口
で
の
不
当
な
要
求
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の

職
員
の
個
人
情
報
の
公
開

を
防
ぐ
こ
と
を
考
慮
し
職

員
の
名
札
を
名
字
の
み
、

職
名
は
管
理
職
の
み
に
し

て
い
る
。

　
鏡
野
病
院
で
は
、
迷
惑

行
為
に
つ
い
て
、
貼
り
紙

を
し
、
警
察
に
届
け
る
旨

を
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

教
育
現
場
で
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
学
校
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
問
題
は
、

弁
護
士
事
務
所
に
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
（
学
校
で
発

生
す
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、
相
談
に
応
じ
る
弁

護
士
）

を
お
願

い
し
て

い
る
。

答答答答

問問答答

問問答答

問問答答

問問答答

鈴木 大介［すずき だいすけ］ 議員答弁答弁

書かないワンストップ窓口を
推進していきたい

窓口ＤＸについての取組方針は質問質問

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



一
括
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

かがみの議会だより・第22号13 〇議員は選挙区内のお祭りへの寄付や差し入れは禁止されています。

　
　
　
消
防
団
員
の
勤
務

　
　
先
な
ど
に
お
け
る
消

防
団
活
動
に
つ
い
て
の
理

解
へ
の
取
組
み
状
況
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
で
は
、
令

和
４
年
４
月
１
日
に
「
鏡

野
町
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
実
施
要
綱
」
を

創
設
し
、
広
報
紙
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
て
お
り
、
現
在

は
３
事
業
所
が
登
録
し
て

い
る
。
こ
の
制
度
は
、
鏡

野
町
消
防
団
の
活
動
に
積

極
的
に
協
力
し
て
い
る
事

業
所
等
に
対
し
て
表
示
証

を
交
付
し
、
事
業
所
の
社

会
貢
献
を
広
く
広
報
す
る

も
の
で
、
事
業
所
の
理
解

と
協
力
に
よ
り
、
消
防
団

へ
の
入
団
と
活
動
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
通
じ
、

地
域
の
消
防
防
災
体
制
の

充
実
強
化
等
の
一
層
の
推

進
を
目
的
と
し
て
い
る
。

消
防
団
の
幹
部
と
の
協
議

の
下
、
令
和
５
年
度
に
お

い
て
消
防
団
員
の
勤
務
先

等
の
調
査
を
行
い
、
所
属

す
る
団
員
数
が
多
い
事
業

所
に
対
し
て
表
示
制
度
の

周
知
と
、
消
防
団
幹
部
に

よ
る
消
防
団
活
動
へ
の
協

力
に
つ
い
て
事
業
所
訪
問

問問

を
計
画
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
９
月

８
日
に
町
内
の
商
業
施
設

で
開
催
し
た
「
み
ん
な
で

防
災
in
か
が
み
の
」
で
は
、

消
防
団
ブ
ー
ス
を
設
け
、

操
法
訓
練
の
披
露
、
女
性

消
防
団
員
「
あ
げ
は
隊
」

に
よ
る
防
災
紙
芝
居
を
実

施
し
、
消
防
団
活
動
へ
の

理
解
、
消
防
団
員
募
集
に

向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

　
今
後
も
消
防
団
員
が
安

心
し
て
消
防
団
活
動
に
参

加
で
き
る
職
場
と
な
る
よ

う
、
表
示
制
度
の
周
知
を

は
じ
め
、
事
業
所
へ
の
働

き
か
け
を
す
る
と
と
も
に
、

消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
一

層
強
力
に
強
化
を
し
て
い

く
。

　
　
　
旧
富
小
学
校
の
跡

　
　
地
利
用
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
旧
給
食
施
設
は
令

和
６
年
９
月
６
日
に
富
農

林
水
産
物
加
工
処
理
施
設

と
し
て
工
事
に
着
手
し
た
。

　
学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
12
月
補
正
予
算

に
計
上
し
た
基
本
設
計
が

完
成
し
、
実
施
設
計
業
務

に
着
手
し
て
い
る
。
現
時

点
で
は
町
内
木
工
関
係
者

と
の
意
見
交
換
会
及
び
富

地
区
区
長
会
へ
の
概
要
説

明
、
他
県
の
木
育
施
設
の

利
用
者
数
、
運
営
経
費
を

調
査
し
て
い
る
。

　
　
　
木
育
施
設
と
し
て

　
　
の
今
後
の
取
組
状
況

に
つ
い
て
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
将
来
的
に
安
定
し

た
運
営
を
行
う
た
め
の
人

材
確
保
、
運
営
体
制
を
確

立
し
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
施
設
と
す
る
た
め
に

関
係
者
等
と
協
議
を
重
ね

工
事
の
早
期
着
工
に
努
め

る
。

給
食
施
設
は
農
林
水
産
物
加
工
処
理
施
設
と
し
て
工
事
に
着
手

学
校
に
つ
い
て
は
実
施
設
計
に
着
手
し
て
い
る

旧
富
小
学
校
の
跡
地
利
用
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
は

質問質問

答弁答弁

　
　
　
事
業
の
着
工
時
期

　
　
に
つ
い
て
と
地
元
住

民
へ
の
説
明
及
び
運
営
体

制
は
。

　
　
産
業
観
光
課
長

　
　
　
着
工
時
期
に
つ
い

て
は
、
予
算
確
保
す
る
た

め
に
森
林
環
境
譲
与
税
及

び
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
交
付
金
を
活
用
し

て
実
施
す
る
予
定
。
令
和

７
年
度
は
当
初
予
算
が
骨

格
予
算
と
な
る
た
め
、
譲

与
税
の
積
立
額
の
確
保
や
、

交
付
金
申
請
の
都
合
上
、

令
和
７
年
度
の
補
正
予
算

ま
た
は
令
和
８
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
し
取
り
組

む
。
地
元
住
民
へ
は
、
今

後
も
地
元
区
長
会
等
を
通

じ
て
十
分
な
説
明
を
す
る
。

岡山県消防操法大会

旧富小学校

答答

問問答答

問問

問問

答答

答答

難波 達男［なんば たつお］ 議員

町の広報紙やホームページでＰＲをしている
今後は事業所へのＰＲを強化していく

消防団協力事業所表示制度の経過と
今後の取組は

質問質問

答弁答弁

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
問
一
答
方
式

〇議員や後援会が有料の挨拶広告を出すことは禁止されています。

答答 問問答答 問問

答答 問問

　
　
　
農
業
従
事
者
の
現

　
　
状
と
町
の
施
策
の
効

果
に
つ
い
て
。

　
　
町
　
長

　
　
　
ふ
だ
ん
仕
事
と
し

て
自
営
農
業
に
従
事
し
て

い
る
基
幹
的
農
業
従
事
者

は
、全
国
で
は
２
０
１
５
年

か
ら
５
年
間
で
22
％
減
少

し
、
鏡
野
町
に
お
い
て
は
、

２
０
１
５
年
の
１
０
７
７

人
か
ら
５
年
間
で
33
％
減

少
し
、
７
１
９
人
と
な
っ

て
い
る
。

　
利
用
権
設
定
促
進
事
業

に
よ
り
農
地
を
認
定
農
業

者
に
集
積
で
き
る
よ
う
支

援
し
、
耕
地
面
積
の
25
％

程
度
の
集
積
が
図
ら
れ
た
。

ま
た
、
新
規
就
農
奨
励
事

問問

業
に
よ
り
、
40
歳
以
下
の

新
規
就
農
者
を
支
援
し
、

新
た
な
農
業
従
事
者
の
確

保
を
行
っ
た
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
５
年

度
ま
で
の
実
績
を
見
る
と
、

支
援
を
受
け
た
10
人
全
員

が
現
在
ま
で
農
業
従
事
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

う
ち
４
人
が
認
定
農
業
者

に
、
さ
ら
に
１
名
が
認
定

新
規
就
農
者
と
な
っ
て
い

る
。
　
　
　
現
状
の
町
の
政
策

　
　
の
効
果
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い

る
か
。

　
　
産
業
観
光
課
特
命
参
事

　
　
　
国
、
県
で
対
応
し

切
れ
な
い
、
き
め
の
細
か

い
部
分
、
小
さ
な
部
分
で

も
町
で
対
応
が
で
き
る
と

こ
ろ
は
し
て
い
る
。
電
気

柵
の
補
助
は
個
人
向
け
に

は
国
、
県
で
は
全
く
補
助

は
な
い
が
、
50
メ
ー
ト
ル

以
上
の
柵
を
す
る
場
合
は

町
の
補
助
金
が
あ
る
。

　

様
々
な
施
策
を
講
じ
、

荒
れ
る
農
地
を
保
護
し
て

い
る
の
が
鏡
野
町
の
施
策

の
成
果
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
保
育
園
等
の
入
所

　
　
希
望
者
の
現
状
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　

入
所
希
望
者
数
、

令
和
６
年
８
月
末
時
点
で

４
６
２
人
。
来
年
度
も
ほ

ぼ
同
様
。
現
時
点
の
町
内

の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
の

入
園
児
数
は
３
５
７
人
。

入
園
が
で
き
ず
待
機
児
童

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
公

表
値
で
８
人
。
入
園
保
留

を
理
由
に
育
児
休
業
を
延

長
し
た
り
、
仕
事
を
諦
め

た
方
の
人
数
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。

　
　
　
待
機
児
童
の
原
因

　
　
と
な
る
保
育
士
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
考
え

ら
れ
る
手
だ
て
は
。

　
　
町
　
長

　
　
　
保
育
士
不
足
は
県

北
全
体
の
課
題
で
あ
り
、

鏡
野
町
単
独
の
努
力
に
は

限
界
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
　
ど
う
し
て
も
入
れ

　
　
な
い
、
そ
う
い
う
場

合
に
は
在
宅
育
児
に
補
助

か
手
当
を
出
し
て
い
る
自

治
体
が
あ
る
。
鏡
野
町
に

あ
る
か
。

　
　
子
育
て
支
援
課
長

　
　
　
現
在
、
鏡
野
町
に

そ
う
い
っ
た
制
度
は
な
い
。

　
　
　
美
咲
町
は
１
万
円
、

　
　
奈
義
町
は
１
万
５
千

円
、
在
宅
育
児
手
当
が
出

て
い
る
。
ど
う
し
て
も
入

れ
な
か
っ
た
人
が
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
に
預
け
た

り
、
託
児
を
依
頼
す
る
と

き
助
か
る
と
思
う
。
在
宅

育
児
の
手
当
を
お
願
い
し

た
い
。

正
規
保
育
士
は
限
ら
れ
た
人
数
で
、

臨
時
的
な
保
育
士
も
募
集
を
し
て
い
る

保
育
士
不
足
な
の
に
募
集
人
数
が

少
な
い
の
は
な
ぜ
か

質問質問

答弁答弁

答答

問問答答

問問答答

藤田 照子［ふじた てるこ］ 議員

町独自の支援策のほとんどが
小規模農業者向けになっている

家族農業、小規模農業者への
支援はされているか

質問質問

答弁答弁

　
　
　
耕
作
放
棄
地
な
ど
、

　
　
使
い
切
れ
て
な
い
農

地
を
「
ス
ク
ー
ル
フ
ァ
ー

ム
」
の
よ
う
な
取
組
で
活

用
で
き
な
い
か
。

　
　
産
業
観
光
課
特
命
参
事

　
　
　
新
規
就
農
者
で
野

菜
を
作
ら
れ
て
い
る
方
か

ら
、
学
校
や
保
育
園
に
出

前
の
農
業
指
導
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
る
の
で
、
資

材
等
の
支
援
が
で
き
な
い

か
と
相
談
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
検
討
課
題
と
考
え

て
い
る
。

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告

要望要望
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一
問
一
答
方
式

一
般
質
問

一
般
質
問

〇後援会が花環・香典・祝儀などを出すことは禁止されています。

　
　
　
鏡
野
町
の
観
光
事

　
　
業
に
お
い
て
、
他
の

観
光
地
域
と
の
特
殊
化
と

差
別
化
は
何
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
鏡
野
町
に
は
奥
津

湖
の
カ
ヤ
ッ
ク
、
サ
ッ
プ
、

泉
源
渓
谷
の
シ
ャ
ワ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
、
高
清
水
ト

レ
イ
ル
や
県
立
森
林
公
園

な
ど
、
初
心
者
で
も
、
気

軽
に
安
心
し
て
体
験
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
が
多
く
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
じ

て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
か
ら

シ
ニ
ア
層
ま
で
幅
広
く
楽

し
め
る
こ
と
か
ら
、
他
の

地
域
と
は
差
別
化
が
図
れ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
　
町
民
に
と
っ
て
、

　
　
こ
の
事
業
に
お
け
る

メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
こ
の
事
業
を
契
機

と
し
て
、
鏡
野
町
の
自
然

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
注
目

問問問問

が
集
ま
り
、
関
係
人
口
、

交
流
人
口
の
増
加
に
よ
り

地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
　
閉
館
し
た
旧
国
民

　
　
宿
舎
「
い
つ
き
」
の

今
後
の
方
向
性
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
解
体

作
業
は
し
な
い
の
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
観
光
の
拠
点
と
な

る
「
み
ず
の
郷
奥
津
湖
」

周
辺
の
整
備
事
業
に
伴
い
、

町
北
部
の
観
光
振
興
を
目

的
と
し
、
令
和
４
年
度
に

閉
館
と
な
っ
た
国
民
宿
舎

「
い
つ
き
」
の
跡
地
に
、

宿
泊
温
浴
施
設
の
整
備
を

計
画
し
て
い
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
感
染
症
や
世
界
情

勢
の
影
響
に
よ
る
物
価
の

高
騰
、
ま
た
、
令
和
５
年

８
月
の
豪
雨
災
害
に
係
る

災
害
復
旧
に
財
源
を
要
し

た
こ
と
か
ら
、
当
初
の
計

画
か
ら
遅
延
し
て
お
り
、

現
在
、
事
業
実
施
に
向
け

た
協
議
を
継
続
し
て
い
る
。

既
存
施
設
の
解
体
に
つ
い

て
も
、
施
設
整
備
に
併
せ

て
実
施
す
る
。

　
　
　
町
と
し
て
、
生
活

　
　

困
窮
子
育
て
家
庭

（
世
帯
）
へ
の
支
援
は
十

分
と
考
え
て
い
る
か
。

　
　
町
　
長

　
　
　
所
得
の
低
い
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
は
、
令

和
３
年
度
か
ら
５
年
度
に

実
施
し
た
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付

事
業
や
、
児
童
扶
養
手
当

支
給
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
、
住
民
税
、
保
育

料
の
減
免
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
鏡
野
町
の
子

ど
も
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
を
あ
き
ら
め
る
こ
と

な
く
実
現
さ
せ
て
い
け
る

よ
う
、
町
と
し
て
可
能
な

支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 　

　
　
２
０
２
４
年
度
の

　
　
「
中
学
生
夢
づ
く
り

事
業
」
の
参
加
人
数
、
主

な
行
き
先
と
平
均
利
用
日

数
は
い
く
ら
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
２
０
２
４
年
度
の

夏
休
み
期
間
中
に
参
加
し

た
生
徒
は
12
名
。
今
後
、

冬
休
み
、
春
休
み
も
募
集

す
る
。

　
行
き
先
で
最
も
多
か
っ

た
の
は
大
阪
・
京
都
な
ど

関
西
方
面
が
６
名
、
続
い

て
香
川
県
が
３
名
、
県
内

が
２
名
、
広
島
県
が
１
名

だ
っ
た
。
平
均
利
用
日
数

は
、
２
・
６
日
で
あ
る
。

　
　

  

「
青
春
18
き
っ
ぷ
」

　
　
の
残
部
の
処
置
は
ど

う
し
た
の
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
き
っ
ぷ
の
残
部
の

処
置
で
あ
る
が
、
有
償
・

無
償
を
問
わ
ず
他
人
に
譲

町
と
し
て
可
能
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い

町
と
し
て
、
生
活
困
窮
子
育
て
家
庭（
世
帯
）

へ
の
支
援
は
十
分
と
考
え
て
い
る
か

質問質問

答弁答弁

渡
・
販
売
し
な
い
、
と
い

う
誓
約
書
の
提
出
を
受
け

た
う
え
で
、
参
加
者
に
渡

し
て
い
る
。

　
　
　

選
考
委
員
会
で
、

　
　
問
題
は
出
な
か
っ
た

か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
鏡
野
町
夢
づ
く
り

事
業
参
加
者
選
考
委
員
に
、

全
員
の
参
加
申
込
書
を
確

認
し
て
も
ら
い
、
問
題
は

な
い
と
の
判
断
を
も
ら
っ
た
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
い

　
　
つ
ま
で
実
施
す
る
予

定
か
。

　
　
教
育
長

　
　
　
次
年
度
以
降
の
実

施
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

参
加
者
の
報

告
書
内
容
、

及
び
参
加
率

等
を
勘
案
し

て
判
断
す
る
。

答答 答答

問問答答

問問問問答答

問問問問 答答答答

答答

問問答答

花房 　尚［はなふさ ひさし］ 議員

他の観光地域とは差別化が図れている

鏡野町の観光事業において、他の
観光地域との特殊化と差別化は何か　

質問質問

答弁答弁

９
月
・
８
月
・
７
月
会
議

行　

政　

視　

察

町
政
を
問
う　
一
般
質
問

そ
の
他
・
報
告



　小学生４年Ｓくんからです。「学校から早く帰ってゲームを
するのが楽しみ。僕が続けてやりたいのに途中で『ダメ！』っ
て止められる。こども条例で、『こどもの意見を大切にしま
す。』とか『自分らしく育つ権利があります。』とあったのに、
したいことができないって、おかしいと思うんだけど…」。
　よくある問いかけです。Ｓくんが納得できるように答えられ
ますか？あなたならどう対話を進めますか？こども条例を使っ
て考えてみてください。よい回答がみつかったら、お寄せくだ
さい。Ｓくんも楽しみにしています。

かがみの議会だより・第22号 16
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シリーズ22 議会用語

鏡野町議会を傍聴してみませんか!!

議会や議員、行政に関する用語をわかりやすく解説します。

　委員会の審査過程において、実地の調査が必要と認めた場合に調査
に行くことをいいます。委員を派遣するときは、委員会の決定により、
議長の承認を得て行います。委員長単独で決定することはできません。
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議案の提案理由説明

送信フォーム

主な内容と　　き

12月3日㈫ 10:00～
※その他の日程は未定のため、11月末以降にお問合せください。

本会議・常任委員会・全員協議会のYouTube配信をしています。

次回定例会の日程（予定）

【お問合せ先】議会事務局  0868-54-2926

詳しくはホームページなどで確認してください。
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鏡野町議会ライブ
配信チャンネル

鏡野町こども基本条例コーナー鏡野町こども基本条例コーナー
かがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れいかがみのちょう　　　　　　　　  き   ほん じょう れい

委員の派遣とは？

〒708-0392 鏡野町議会事務局 宛  ファックス：0868-54-4445  電子メール：送信フォームから
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次回の発行は令和７年２月１日の予定です。
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